
平
成
十
一
年
一
月
二
十
二
日
受
領 

答

弁

第

一

四

号 

     

衆
議
院
議
員
枝
野
幸
男
君
提
出
海
上
自
衛
隊
特
務
艇
「
ひ
よ
ど
り
」
及
び
後
継
新
造
艇
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁 

 

書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
四
四
第
一
四
号 

平
成
十
一
年
一
月
二
十
二
日 

衆

議

院

議

長 
伊  

  

宗 

一 

郎  

殿 

 

内
閣
総
理
大
臣 

小 

渕 

恵 

三 

 

一 

 



 

 

三 

衆
議
院
議
員
枝
野
幸
男
君
提
出
海
上
自
衛
隊
特
務
艇
「
ひ
よ
ど
り
」
及
び
後
継
新
造
艇
に
関
す
る
質
問
に
対
す 

る
答
弁
書 

一
の
（
一
）
に
つ
い
て 

防
衛
庁
に
お
い
て
は
、
体
験
航
海
、
海
上
に
お
け
る
意
見
交
換
等
に
よ
り
、
国
内
の
自
衛
官
募
集
の
協
力
者
、
報
道
関
係

者
等
の
関
係
者
に
対
す
る
効
果
的
な
広
報
活
動
の
実
施
及
び
我
が
国
を
訪
れ
る
外
国
の
国
防
関
係
者
と
の
交
流
を
行
う
た
め

の
船
と
し
て
特
務
艇
「
ひ
よ
ど
り
」
を
保
有
、
運
用
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
自
衛
隊
へ
の
国
民
の
理
解
の
促
進
及
び
防

衛
交
流
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

一
の
（
二
）
に
つ
い
て 

防
衛
庁
に
お
い
て
は
、
昭
和
三
十
九
年
度
に
特
務
艇
一
隻
を
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
の
運
営
に
つ
い
て
の
協
力
と
し

て
海
上
に
お
け
る
来
賓
の
輸
送
等
を
実
施
す
る
た
め
に
改
造
し
、
そ
の
後
、
昭
和
五
十
二
年
度
ま
で
当
該
特
務
艇
を
一
の 

（
一
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
任
務
及
び
用
途
で
運
用
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
五
十
三
年
度
に
は
、
当
該
特
務
艇
の
代
替
更
新

と
し
て
駆
潜
艇
一
隻
を
改
造
し
、
昭
和
六
十
一
年
度
ま
で
運
用
し
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
六
十
二
年
度
に
は
、
当
該
特
務
艇
の

代
替
更
新
と
し
て
駆
潜
艇
「
ひ
よ
ど
り
」
を
改
造
し
、
現
在
ま
で
運
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 



 

一
の
（
五
）
に
つ
い
て 

一
の
（
四
）
に
つ
い
て 

一
の
（
三
）
に
つ
い
て 

お
尋
ね
の
平
成
七
年
か
ら
平
成
十
年
ま
で
の
特
務
艇
「
ひ
よ
ど
り
」
の
使
用
（
接
遇
又
は
広
報
の
目
的
で
部
外
者
を
乗
船

さ
せ
て
航
海
に
使
用
し
た
場
合
を
い
う
。
た
だ
し
、
国
外
か
ら
の
来
賓
の
接
遇
に
つ
い
て
は
航
海
を
伴
わ
な
い
場
合
も
含 

 

む
。
）
の
実
績
に
つ
い
て
は
、
出
港
の
日
付
、
出
港
時
間
、
帰
港
時
間
、
航
海
の
目
的
、
乗
員
数
、
乗
船
者
の
防
衛
庁
側
の 

 
 

 

数
及
び
外
部
の
者
の
数
並
び
に
食
事
又
は
酒
類
の
提
供
の
有
無
は
、
別
表
第
一
か
ら
別
表
第
四
ま
で
に
示
す
と
お
り
で
あ 

る
。 ま

た
、
お
尋
ね
の
国
外
か
ら
の
来
賓
の
う
ち
、
接
遇
の
主
な
対
象
者
の
氏
名
及
び
当
時
の
役
職
は
別
表
第
五
に
示
す
と
お

り
で
あ
る
。
そ
の
他
の
者
の
氏
名
及
び
役
職
に
つ
い
て
は
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
る
の
で
答
弁
は
差
し
控
え
た
い
。 

特
務
艇
「
ひ
よ
ど
り
」
に
お
い
て
、
接
遇
又
は
広
報
の
対
象
者
に
食
事
を
提
供
す
る
場
合
は
、
乗
員
に
対
し
て
食
事
を
支

給
す
る
場
合
と
同
様
に
、
艇
内
で
調
理
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

御
指
摘
の
防
衛
庁
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
変
更
は
な
い
。 

四 

 



 

一
の
（
六
）
に
つ
い
て 

ま
た
、
別
表
第
一
か
ら
別
表
第
四
ま
で
に
お
け
る
「
自
衛
隊
後
援
団
体
」
は
、
全
部
で
五
団
体
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
、

財
団
法
人
水
交
会
は
、
旧
海
軍
の
勤
務
に
関
連
し
て
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
と
な
っ
た
者
の
援
護
及
び
戦
没
者
等
の
慰
霊

顕
彰
並
び
に
海
上
自
衛
隊
殉
職
隊
員
の
慰
霊
等
海
上
自
衛
隊
に
対
す
る
必
要
な
協
力
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
旧
海
軍
に

勤
務
し
た
者
及
び
そ
の
遺
族
等
を
会
員
と
し
て
昭
和
二
十
九
年
に
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
で
あ
り
、
旧
海
軍
の
史
実
及
び
海

洋
問
題
の
研
究
、
国
内
外
の
友
好
団
体
と
の
交
流
、
機
関
誌
等
の
刊
行
、
戦
没
者
の
遺
族
等
に
対
す
る
援
護
及
び
戦
没
者
等

の
慰
霊
顕
彰
、
海
上
自
衛
隊
殉
職
隊
員
の
慰
霊
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
団
体
に
つ
い

て
は
、
地
元
に
お
い
て
自
衛
隊
に
関
心
を
持
つ
企
業
又
は
個
人
等
が
参
加
し
て
自
衛
隊
の
広
報
活
動
、
隊
員
の
再
就
職
へ
の

協
力
等
の
後
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
任
意
の
団
体
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

御
指
摘
の
防
衛
懇
話
会
は
、
国
防
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
国
民
と
自
衛
隊
の
相
互
理
解
を
深
め
、
自
衛
隊

の
健
全
な
発
展
に
寄
与
し
、
も
っ
て
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
四
十
年
に
企
業
及
び

個
人
を
会
員
と
し
て
設
立
さ
れ
た
任
意
団
体
で
あ
り
、
防
衛
問
題
に
関
す
る
講
演
会
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
承
知

し
て
い
る
。 

五 

 



 

一
の
（
九
）
に
つ
い
て 

一
の
（
八
）
に
つ
い
て 

一
の
（
七
）
に
つ
い
て 

お
尋
ね
の
維
持
費
の
実
績
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年
度
は
、
人
件
費
約
二
億
二
千
二
百
万
円
、
燃
料
費
約
五
百
万
円
及
び

修
理
費
約
一
億
六
千
二
百
万
円
で
あ
り
、
平
成
八
年
度
は
、
人
件
費
約
二
億
二
千
七
百
万
円
、
燃
料
費
約
四
百
万
円
及
び
修

理
費
約
八
千
九
百
万
円
で
あ
り
、
平
成
九
年
度
は
、
人
件
費
約
二
億
二
千
四
百
万
円
、
燃
料
費
約
四
百
万
円
及
び
修
理
費
約

三
千
二
百
万
円
で
あ
る
。
な
お
、
平
成
八
年
度
及
び
平
成
九
年
度
の
修
理
費
に
つ
い
て
は
、
当
該
年
度
に
開
始
し
た
修
理
に

係
る
費
用
で
あ
る
。 

特
務
艇
「
ひ
よ
ど
り
」
の
常
勤
の
乗
員
数
は
、
平
成
十
年
十
二
月
末
に
お
け
る
現
員
で
二
十
八
名
で
あ
り
、
そ
の
内
訳 

 
 

は
、
艇
長
の
外
船
務
科
七
名
、
運
用
科
五
名
、
機
関
科
十
一
名
及
び
補
給
科
四
名
で
あ
る
。 

防
衛
庁
に
お
い
て
は
、
防
衛
庁
職
員
以
外
の
者
か
ら
文
書
の
閲
覧
の
希
望
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
防
衛
庁
が
定
め
る
文
書

閲
覧
の
申
出
に
関
す
る
事
務
処
理
要
綱
（
平
成
四
年
十
一
月
十
八
日
事
務
次
官
通
達
）
に
従
っ
て
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
と
し
て 

御
指
摘
の
航
海
日
記
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
と
し
て
航
泊
日
誌
が
あ
る
。 

六 

 



 

一
の
（
十
一
）
に
つ
い
て 

一
の
（
十
）
に
つ
い
て 

外
国
の
国
防
関
係
者
と
の
交
流
の
た
め
、
特
務
艇
「
ひ
よ
ど
り
」
の
よ
う
な
艦
艇
を
保
有
す
る
か
否
か
は
、
各
国
の
独
自

の
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
艦
艇
を
保
有
し
な
い
こ
と
が
外
交
儀
礼
上
の
問
題
と
な
る
も
の
で
は
な
い
と
考

え
る
が
、
こ
の
よ
う
な
艦
艇
を
活
用
し
て
外
国
の
国
防
関
係
者
と
の
交
流
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
外
国
と
の
間
の
信
頼
関
係

の
増
進
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。 

外
国
に
お
け
る
類
似
の
艦
艇
の
保
有
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
承
知
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
現

時
点
で
把
握
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
タ
イ
等
の
海
軍
に
お
い
て
、
特
務
艇 

 

「
ひ
よ
ど
り
」
と
同
様
に
外
国
の
国
防
関
係
者
と
の
交
流
等
の
実
施
に
使
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
艦
艇
を
保
有
し
て
い

る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

い
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
閲
覧
の
可
否
は
、
行
政
情
報
公
開
基
準
（
平
成
三
年
十
二
月
十
一
日
情
報
公
開
問
題
に
関
す

る
連
絡
会
議
申
合
せ
）
に
照
ら
し
て
判
断
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
特
務
艇
「
ひ
よ
ど
り
」
の
航
泊
日
誌
の
閲
覧
の
希
望
に

つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
手
続
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。 

七 

 



 

二
の
（
三
）
に
つ
い
て 

二
の
（
二
）
に
つ
い
て 

二
の
（
一
）
に
つ
い
て 

現
在
の
特
務
艇
「
ひ
よ
ど
り
」
が
老
朽
化
し
た
た
め
、
従
来
か
ら
同
艇
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
国
内
に
お
け
る
各
種
広

報
活
動
や
外
国
の
国
防
関
係
者
と
の
交
流
に
用
い
る
後
継
艇
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
九
年
度
予
算
に
お
い
て
こ

れ
ら
の
活
動
に
加
え
災
害
派
遣
時
に
お
け
る
医
療
支
援
等
の
任
務
に
も
活
用
し
得
る
特
務
艇
一
隻
の
建
造
を
行
う
こ
と
と
し

た
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
平
成
八
年
度
以
降
に
係
る
防
衛
計
画
の
大
綱
（
平
成
七
年
十
一
月
二
十
八
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
は
、
災
害
救

援
や
防
衛
交
流
の
重
要
性
を
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

御
指
摘
の
特
務
艇
に
つ
い
て
は
、
国
内
に
お
け
る
各
種
広
報
活
動
や
外
国
の
国
防
関
係
者
と
の
交
流
に
用
い
ら
れ
て
き
て

い
る
現
在
の
特
務
艇
の
老
朽
化
に
伴
う
代
替
更
新
を
図
り
つ
つ
、
災
害
派
遣
時
に
お
け
る
医
療
支
援
等
の
機
能
の
確
保
を
図

る
と
の
観
点
か
ら
、
平
成
九
年
度
予
算
に
そ
の
建
造
費
を
計
上
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

平
成
九
年
度
予
算
と
し
て
総
額
約
二
十
六
億
千
八
百
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。 

八 

 



 

二
の
（
五
）
に
つ
い
て 

二
の
（
四
）
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
特
務
艇
の
建
造
の
請
負
先
を
決
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
請
負
先
は
近
海
区
域
に
相
当
す
る
範
囲
ま
で
航
行
す

る
こ
と
が
可
能
な
ア
ル
ミ
合
金
船
の
建
造
技
術
及
び
建
造
設
備
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら

を
有
す
る
日
立
造
船
株
式
会
社
、
三
井
造
船
株
式
会
社
及
び
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
の
三
社
に
よ
る
指
名
競
争
を
行
い
、
そ

の
結
果
、
日
立
造
船
株
式
会
社
と
契
約
を
締
結
し
た
も
の
で
あ
る
。 

御
指
摘
の
特
務
艇
の
建
造
に
係
る
予
算
に
つ
い
て
は
、
防
衛
庁
に
お
い
て
、
平
成
九
年
度
予
算
の
概
算
要
求
に
当
た
っ
て

の
説
明
資
料
と
し
て
作
成
し
た
「
防
衛
力
整
備
（
案
）
の
概
要
」
及
び
「
概
算
要
求
の
大
要
」
並
び
に
平
成
九
年
度
予
算
案

の
閣
議
決
定
後
に
お
い
て
そ
の
説
明
資
料
と
し
て
作
成
し
た
「
防
衛
力
整
備
の
概
要
」
及
び
「
予
算
（
案
）
の
大
要
」
の
中

に
記
載
し
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
国
会
議
員
を
始
め
広
く
配
布
し
、
説
明
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

な
お
、
当
該
特
務
艇
建
造
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
平
成
九
年
二
月
二
十
一
日
の
衆
議
院
安
全
保
障
委
員
会
に
お
い
て
質
疑

が
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。 

お
尋
ね
の
建
造
を
請
け
負
っ
た
会
社
は
日
立
造
船
株
式
会
社
で
あ
り
、
工
場
は
、
同
社
神
奈
川
工
場
で
あ
る
。 

九 

 



 

※
別
表
あ
り 

※
別
表
あ
り 

別
表
第
三 

平
成
九
年
の
使
用
実
績 

別
表
第
二 

平
成
八
年
の
使
用
実
績 
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